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大崎住民訴訟支援する会 第2回総会

四
月
二
十
四
日
、
「大
崎
住
民
訴
訟
を

支
援
す
る
会
」第
二
回
総
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
は
、
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
監
査

報
告
、
活
動
方
針
、
役
員
選
任
等
が
事
務

局
か
ら
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
と
し
て
、
西
尾
正
道
さ
ん

（北
海
道
が
ん
セ
ン
タ
ー
名
誉
院
長
）か
ら

「放
射
線
の
人
体
影
響
の
真
実
を
知
る
」

と
題
す
る
お
話
し
を
頂
き
ま
し
た
。

西
尾
さ
ん
は
、
福
島
原
発
事
故
か
ら
十

年
間
、
放
射
線
に
よ
る
健
康
被
害
に
つ
い

て
「偽
情
報
の
拡
散
」が
続
い
て
い
る
と
し

て
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ(

国
際
放
射
線
防
護
委
員

会
）の
嘘
だ
ら
け
の
理
論
を
妄
信
す
る
御

用
学
者
と
政
府
・行
政
が
国
民
に
対
し
て

「安
全
神
話
」を
振
り
ま
い
て
き
た
こ
と
を

「国
民
総
被
曝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」だ
と
鋭
く

批
判
し
ま
し
た
。

人
体
の
影
響
を
評
価
す
る
実
効
線
量

(

シ
ー
ベ
ル
ト
、
Ｓ
Ｖ)

は
、
医
学
で
は
使
っ

て
お
ら
ず
「イ
ン
チ
キ
な
単
位
」だ
と
し
、

十
年
間
の
不
毛
な
論
議
に
よ
り
、

深
刻

な
内
部
被
曝
が
不
問
に
さ
れ
、
将
来
健
康

被
害
が
出
て
も
分
析
で
き
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

空
中
を
浮
遊
し
て
い
る
放
射
性
微
粒
子

の
吸
引
や
、
福
島
原
発
で
た
ま
り
続
け
る

「汚
染
水
（ト
リ
チ
ウ
ム
）」の
海
洋
放
出
に

つ
い
て
も
、
食
物
連
鎖
で
体
内
に
取
り
込

ま
れ
、
水
素
と
し
て
有
機
物
と
結
合
し
て

有
機
結
合
型
ト
リ
チ
ウ
ム
（Ｏ
Ｂ
Ｔ
）と
な

り
、
細
胞
の
核
に
取
り
込
ま
れ
る
と
い
う

こ
と
な
ど
、
真
に
人
体
に
も
た
ら
す
影
響

に
つ
い
て
、
放
射
線
治
療
医
と
し
て
の
長

年
の
経
験
に
裏
付
け
ら
れ
た
説
得
力
あ
る

話
が
二
時
間
続
き
ま
し
た
。

今
後
の
大
崎
住
民
訴
訟
の
中
で
、
焼
却

施
設
か
ら
の
排
ガ
ス
に
よ
る
周
辺
住
民
の

健
康
被
害
を
主
張
し
て
い
く
う
え
で
、
西

尾
さ
ん
の
知
見
と
指
導
を
頂
く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

総
会
で
は
、
弁
護
団
長
挨
拶
、
弁
護
団

か
ら
訴
訟
の
報
告
が
あ
り
、
排
ガ
ス
の
セ

シ
ウ
ム
測
定
方
法
の
選
択
を
巡
っ
て
重
要

な
局
面
で
あ
る
こ
と
、
原
告
団
か
ら
は
、

平
穏
な
生
活
を
守
る
た
め
に
闘
う
決
意
が

表
明
さ
れ
ま
し
た
。

ち
く
り
ん
舎
の
青
木
一
政
さ
ん
か
ら
は
、

焼
却
施
設
周
辺
住
民
の
「尿
検
査
」の
実

施
の
提
案
が
あ
り
、
実
施
し
て
い
く
体
制

を
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
大
崎
市
、
岩
沼
市
で
の
放
射
性

廃
棄
物
に
対
す
る
取
り
組
み
報
告
を
受
け

て
終
了
し
ま
し
た
。

大崎住民訴訟
第1２回口頭弁論
6月2日（水）15:30～
仙台地裁

【記
念
講
演
】

放
射
線
の
人
体
影
響
の
真
実
を
知
る

講
師

西
尾

正
道
氏

https://osaki-shien.seesaa.net/article/481202686.html

講演資料は、下記からダウンロードできます。

リモート講演する西尾 正道氏

「除
染
土
処
分
実
証
試
験
」で

丸
森
町
へ
申
し
入
れ

【放
射
能
汚
染
廃
棄
物
の
焼
却
に
反
対
す
る
仙
南
の
会
】

宮
城
県
丸
森
町
内
二
十
五
箇
所
の
仮
置
き
場
に
約
一

万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
除
染
土
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
環

境
省
は
、
今
回
、
そ
の
一
部
を
使
用
し
て
「丸
森
町
に
お

け
る
実
証
事
業
」を
行
な
う
と
し
て
い
ま
す
。

草
木
混
入
除
染
土
を
、
草
木
類
と
分
別
し
、
そ
の
土
を

埋
め
立
て
、
周
辺
の
空
間
放
射
線
量
等
を
測
定
し
よ
う

と
す
る
試
験
内
容
で
、
本
年
度
内
の
半
年
間
で
実
施
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

放
射
線
に
よ
る
健
康
被
害
は
な
い
の
か
、
実
証
試
験
が

最
終
処
分
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
住
民
の
不
安
と
懸

念
の
声
が
あ
る
な
か
で
、
「仙
南
の
会
」は
、
四
月
二
十
三

日
、
丸
森
町
に
対
し
て
、
実
証
試
験
の
目
的
と
経
過
の
説

明
、
住
民
説
明
会
の
開
催
、
埋
設
仮
置
き
場
の
移
転
を
求

め
た
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
（回
答
期
日
五
月
六
日
）

丸
森
町
長
か
ら
、
「実
証
試
験
は
、
環
境
省
主
導
で
行

わ
れ
る
。
福
島
に
中
間
処
分
場
を
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
に
対
し
て
実
証
試
験
が
出
て
き
た
。
町
は
、
協
力
で
き

る
と
こ
ろ
で
協
力
す
る
。
最
終
的
に
県
外
へ
運
ん
で
も
ら

い
た
い
。
」と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

（仙
南
の
会
通
信
Ｎ
Ｏ
2
よ
り
抜
粋
）

農林業系廃棄物の焼却５月１０日に再開！
【仙南地域行政事務組合】

仙
南
地
域
行
政
事
務
組
合
は
、
一
昨
年
の
台

風
十
九
号
で
中
断
し
て
い
た
「
農
林
業
系
廃
棄

物
」
の
焼
却
を
五
月
十
日
か
ら
再
開
す
る
こ
と

を
公
表
し
ま
し
た
。

仙
南
の
会
は
、
住
民
の
健
康
被
害
に
つ
い
て

考
慮
し
て
い
な
い
焼
却
再
開
に
反
対
し
て
、
中

止
と
住
民
説
明
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
焼
却
強
行
に
対
し
て
仙
南
の
会
が
抗
議

行
動
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

★
五
月
七
日
（金
）十
一
時
～

抗
議
申
し
入
れ

◎
仙
南
地
域
行
政
事
務
組
合
３
階
会
議
室

★
五
月
十
日
（月
）十
時
～

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

◎
仙
南
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
前

mailto:syokyaku.hantai@gmail.com
https://osaki-shien.seesaa.net/article/481202686.html
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約
束
反
故
の
一
方
的
な
決
定
を
許
さ
な
い
！

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
汚
染
水
の
処
分
方
法
と

し
て
、
菅
首
相
は
、
四
月
十
三
日
海
洋
放
出
を
決
定

し
ま
し
た
。

「県
内
漁
業
者
の
意
思
と
し
て
海
洋
放
出
に
は
反

対
す
る
」と
福
島
県
漁
連
の
野
崎
会
長
は
、
政
府
決

定
を
説
明
し
に
き
た
梶
山
経
産
相
と
の
面
談
で
明
確

に
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。

汚
染
水
処
分
に
つ
い
て
国
と
東
電
は
、
「関
係
者
の

理
解
な
し
に
、
い
か
な
る
処
理
も
行
わ
な
い
」と
約
束

し
て
い
ま
し
た
。
全
漁
連
を
は
じ
め
福
島
、
宮
城
、
茨

城
の
県
漁
連
な
ど
漁
業
者
関
係
者
を
は
じ
め
、
福
島

県
農
協
中
央
会
、
県
森
林
組
合
連
合
会
、
県
生
協
連

合
会
は
、
県
漁
連
と
連
名
で
四
月
三
十
日
、
共
同
声

明
を
発
表
し
て
絶
対
反
対
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

各
界
か
ら
の
意
見
や
提
案
を
全
く
無
視
し
た
決
定

で
、
国
内
外
か
ら
懸
念
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
政
府
決
定
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
撤
回
を
求
め
ま

す
。宮

城
県
内
の
市
民
団
体
は
、
十
二
日
に
宮
城
県
知

事
に
、
福
島
県
内
の
市
民
団
体
も
十
三
日
、
福
島
県

知
事
に
海
洋
放
出
に
同
意
す
る
な
と
申
し
入
れ
県
庁

前
で
抗
議
の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

福
井
県
知
事
は
、
四
月
二
十
八
日
、
国
内
初
と
な
る

四
十
年
超
え
美
浜
三
号
機
、
高
浜
一
、
二
号
機
の
再
稼

働
に
同
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

「老
朽
原
発
の
国
内
初
の
再
稼
働
」と
い
う
実
績
作
り

で
五
十
億
円
が
手
に
入
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
十
二
月
の
大
阪
地
裁
判
決
（基
準
地
震
動
の
過

小
評
価
）な
ど
耐
震
性
の
保
証
は
な
く
、
中
性
子
脆
化

で
脆
く
な
っ
た
原
子
炉
圧
力
容
器
は
取
り
換
え
が
出
来

な
い
な
か
で
の
同
意
で
す
。

ま
た
、
県
知
事
が
国
と
関
電
に
求
め
て
い
た
「県
外
で

の
中
間
貯
蔵
施
設
」も
先
送
り
の
ま
ま
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
避
難
所
不
足
に
つ
い
て
も
「事
故
後
に
調
整
す
る
」と

答
え
て
い
る
そ
う
で
、
な
ん
の
解
決
策
も
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

高
浜
一
、
二
号
機
は
、
特
重
施
設
（テ
ロ
対
策
施
設
）が

未
完
成
の
た
め
、
六
月
九
日
ま
で
に
運
転
停
止
に
し
、
美

浜
三
号
機
も
十
月
に
同
様
の
停
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
す
。

福
井
県
民
を
は
じ
め
周
辺
住
民
の
反
対
や
不
安
の
声

を
踏
み
に
じ
っ
た
、
た
だ
た
だ
金
欲
し
さ
だ
け
の
同
意
を

断
じ
て
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

五
月
一
日
に
も
、
宮
城
沖
を
震
源
と
し
た
震
度
五
強

の
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
原
子
力
ム
ラ
の
老
朽
原
発
再

稼
働
策
動
に
全
国
か
ら
反
対
の
声
を
あ
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
！

原 発 汚 染 水 を 海 に 流 す な ！

梶山経産相への抗議のスタンディング
（福島県庁前）

４０年超え老朽原発再稼働同意に抗議する！

四
月
十
一
日
、
石
巻
市
須
江
地
区
に
建

設
を
計
画
し
て
い
る
液
体
火
力
発
電
所

の
建
設
撤
回
を
求
め
る
市
役
所
前
で
の

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
名
を
超
え
る
周
辺
住
民
や
石
巻
市

民
が
集
ま
り
、
計
画
撤
回
を
訴
え
ま
し

た
。
建
設
反
対
署
名
は
一
万
筆
を
超
え
、

建
設
中
止
を
求
め
る
請
願
を
石
巻
市
議

会
、
宮
城
県
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。
い

ず
れ
の
議
会
も
超
党
派
で
請
願
を
採
択

し
、
国
に
建
設
に
関
す
る
意
見
書
を
送
付

す
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
四
月
二
十
六
、
二

十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
「住
民
説
明
会
」

に
向
け
た
反
対
姿
勢
を
示
す
と
同
時
に
、

撤
回
ま
で
押
し
込
む
こ
と
を
目
指
す
住

民
の
意
志
表
示
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。「住

民
説
明
会
」で
の
、
周
辺
住
民
の

圧
倒
的
な
反
対
意
見
に
事
業
者
は
、
「土

地
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
」（進
め
る
）

と
開
き
直
り
の
発
言
。
住
民
の
更
な
る
怒

り
に
火
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（燃
料
は
、
ポ
ン
ガ
ミ
ア
油
。
Ｆ
Ｉ
Ｔ
燃

料
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
）

石巻液体火力発電所建設反対！
石巻市役所前でのスタンディング


